
テンソル表現に基づく実空間繰り込
み群（右）と，その結果得られる２
次元臨界イジングモデルのスケーリ
ング次元（下）．

Kadanoff による実空間繰り込み群は
直感的に理解しやすいが，系統的な
改良が難しかった．とくに，下図の
ような高次のスケーリング次元の評
価方法は知られていなかった．この
方法は２次元CFTの公式を使ってい
ないため，３次元以上にも使える．
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→非常に弱い１次転移
を示す５状態ポッツモ
デルで１兆個のスピン
の計算に相当する数値
繰り込み群の計算を行
い，１次転移であるこ
との明確な数値的検証
に成功しました．
"Calculation of higher-order moments by higher-order tensor 
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